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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 この場面は一体なんだかわかりますか？リーダーシップを学習している最中です。 
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	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「指示を出す」には的確に何を伝えれば一番いいのかを探り出してもらい、職場で 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 リーダーとしての指示出しのコツを学習します。 

	 

	 

新人ナースの神田君です。鹿児島県出身です。仕事は大変ですが毎日先輩に	 

聞きながら楽しくやっています。夜勤も始まって初めての事ばかりですが頑張っています。	 

運動が好きなので仕事が終わってからはジムでトレーニングや水泳をやったり	 

休みの日は自転車で遠出しています。仕事とプライベート両方頑張っています！	 

今月は 6 西病棟（内科の混合病棟）からご紹介します。	 

男性看護師としてがんばってますよー。松山です。仕事

はまじめに行っています！（左）	 

病棟の仲間はこんな感じ

でみんな明るいです。↑ 
 
←お昼のご飯もいっぱい

食べて午後からも頑張っ

てお仕事します！お菓子

ももりもり！！ 
ちなみに当院の休憩室

は畳がひいてあるんです

よ。靴も脱げてリラック

ス効果バッチリです。 

先生も含めてカンファレン

スをしています。患者さん

の情報を先生と共有する時

間が大切な時間です。 
気さくにいろいろ話ができ

る先生がたくさんいます。 

1 年目の高野さんです。

毎日笑顔で頑張ってい

ます！今年は男性看護

師も一人増えました。

病棟に二人とまだまだ

割合的には少ないです

が、頼もしい存在で

す。	 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

発行責任者・・・協立総合病院 学生担当 岡田 淳子 

〒456-8611 名古屋市熱田区五番町 4-33 TEL:052-654-2211 

E-mail nekonote@kyoritsu-ghp.or.jp  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://hp.minato.coop/	 

←看護部のメールへつながる

ＱＲコードはこちらです。	 

是非アクセスして下さい｡	 

お待ちしております｡	 

 

今後のお知らせです。 
	 随分涼しくなって、秋らしくなっています。 
	 秋には行事がたくさんあります。病院でも大規模災害を想定した訓練も行います！ 
	 病棟では、運動会など患者さんと一緒に行う予定です。 
 
	 10 月 12 日（土）	 説明会＆採用試験！	 
	 
	 	 引き続き実施していきます。	 

ご希望の方は一度ご連絡ください。	 

	 
	 	 2014 年 3 月卒業見込みの方、2015 年 3 月卒業見込みの方・・・など	 

	 	 学年はオールマイティです！興味のある方はこの機会に病院見学にお越し下さい！	 

	 	 奨学金制度も実施しております。 
 
今後こんなガイダンスに参加していきます！！  
☆ 11 月 4 日（祝）	 看護ナビフォーラム	 	 ナディアパーク（栄）  
☆ 11 月 17 日（日）	 中日	 看護師のたまご秋ガイダンス	 	 中日パレス（栄）  

 
直接お会いしていろいろとお話できるチャンスです。お時間があれば、ぜひ一度来て下さいね！	 

連絡は	 

052-654-2211	 

師長室	 岡田まで。 

 
私は高校１年生の時、協立総合病院に就職しました。 
昼間定時制の高校に進学し、看護学生として働きながら学校に通うためです。 

「頑張れよ」「あんたにシャンプーしてもらおうと思って待っとったんだわ」「いってらっしゃい。気

をつけてね」…たくさんの患者様に支えられ、励まされ、４年間の学生生活を過ごすことができまし

た。 
そして、高校卒業。准看護師の資格を取得し、小児科・内科の混合病棟に配属となった私は、「学

生」ではなくなった責任を痛感しながら、毎日の業務に追われていました。 
３年が過ぎ、同期は次々と退職していきます。気がつけば、同じ病棟でスタートをきった友は誰もい

なくなっていました。「私もそろそろやめようか…」そんな気分になっていました。 
そんな時、私はＳくんと出会いました。	 	  
彼は生後１ヵ月に満たない頃、実母から虐待をうけていました。でも、当時はまだ「虐待」がクロー

ズアップされる前。 
小児科で働く私たちも、虐待に関する知識はなく、何もわからない状態でした。 
最初の入院は「ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群の疑い」でした。でも、その実態は「熱傷」でした。 
母親は、児が泣いていても抱こうとしない、ミルクを作ろうとしても分量がわからない、時計がよめ

ていない…「何かおかしい…」私たちはそう感じながらも、それが虐待であることには気づかず、「気

になる親子」として見ていました。母親世代の看護師は子育てのノウハウを母親に伝えようと懸命でし

た。でも母親に受け入れてもらうことは出来ないまま、逃げるように退院していかれました 
そして、それから１週間ほどたって彼は救急車で運ばれてきました。	 ・・・・・・・ 
	 	  

当院では今まで看護の中で感じた事や印象深いエピソードなどをまとめる

機会を持っています。看護の原点を見つめなおしてもらいます。 

この続きは協立総合病院	 看護部のホームページに掲載中です。 
ぜひご覧下さい。	 	 http://student.minato.coop/ 


